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皆さんもご 一 緒に ､ こ れからの東北を考えてみませんか?

東日本大雲災 ｢ つ ながり ･ ぬくもりプロ ジ 工 ク ト｣ は ､ 震災直後 から太陽光
･

太陽熱
･

バイオ マ ス を様に ､ 被災地 へ の 自然エ ネ ル ギ
ー 支援活動を続けてきま した- , 東京電力福島

第 一 原発事故を含め ､ 甚大な被害をもたらした東日本大震災は ､ 非常時に も素早く対応で

きる ､ 安心安全な自然エ ネル ギ
ー

社会 へ の転換を ､
い か に 迅速に実現 して い くかと い う教

訓を残 しました｡

本シ ン ポジウム では ､ この 教訓を眠らせ る こ となく ､ 自然 エ ネ ル ギーを活用 した こ れか

らの 東北に おける地域づく りの ビジ ョ ンを ､ 参加者の 皆さんと共有 したい と思い ます( , 緊

急支援として の プロ ジ 工 ク トは ､ 約1 年半に濾 る活動の中で多様 な関係書 が集い ました.｡

新しい 人材 ､ 技術が生まれ ､ そして自然エ ネルギ
ー

社会とい う共通の基盤を目指す､ 人の

輪が被災地 に根付きました｡

東北に は ､ 豊 かな自然エ ネル ギー資源が存在 します｡ こ の プロ ジ ェ ク トを通 じてできた

ネ ッ トワ
ー

クを生か し ､ 今後は東北の メ ンバ
ー

を中心として ､ 具体的な現場 で新たな地域

づくりや仕事お こ し ､ 防災対策､ 環境教育などを行 っ て いく ､ 新生 ｢ つ ながり ･ ぬく もり

プロ ジ 工 ク ト｣ が産声を上げようとして い ます｡

･ 開会挨拶

竹村姫明 つ な がり
･ ぬ く もり プ ロ ジ ェ ク ト 事務局長

需 1 部

つ ながり ･ ぬくもりプロジェ ク ト活動報告

･ 活 動報告

川ニノ亡r つ な がり
･

ぬ く もり プ ロ ソ 工 ク ト 幹 事

･ 自然エ ネ ル ギ
ー

利 用者 の声

斯椚咄之 つ な がり
･

ぬ く もり プ ロ シ 工 ク ト太陽光 チーム

多川欣一
一

氏 岩 手県住田 町 町 長

ミ惟l仁実氏 石 巻 市 尾 崎地 区 三 億造 船所

幣原博†言氏 気仙沼市 市議会議員

菅野 剛氏 陸 前高田市今泉地 区 区長

･ 支 蜂ご協力者 か らの ご挨拶

ソ ー ラ ー フ ロ ン テ ィ ア株式会社

パ タ ゴ ニ アtl 本友社

来Il 聖徒イ エ ス
･ キリ ス ト教会

∴三井物産株式会社

鶉 2 部 パ ネル デ イ スカ ツ シ ョ ン

｢復興 からの エネルギ ー シフ トをめざして｣
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氏 N P O 法人水
･ 環境 ネ ソ ト東北 専務理事

瓜勺賢 二氏 株式会社 ソーラーワール ド 代表取 締儒

パネリ ス ト:

伊藤幸別沃 岩手
･

木 質′くイ オ マ ス研 究 会 代 表

r‡佐 降氏 山元 い ち ご農 園 代表 取 締 役

人相道明代. 一路 鋸 翫 人兼松 島み ら い と し機構( H O P E ) 専務理事

情澤晋ヤ氏 N P O 法 人日本 の 森バ イ オ マ ス ネ･ノ トワ ーク 事務局 長

島村守彦代 N P O 法 人イ ン ディ ア ンウ ィ レ･ノ ジキ ャ ン プ 副理事長

.

1
i 成†.‡人1t N P O 法 人岩手子ど も研 究所(森と風 の が っ こ う) 理事長

･ 閉会挨拶

･季シ ン ポジウム終了綾に交流会を行 い ます｡ ぜ ひご参加くださ い

(1 7 : 3 0
～ 1 9 二3 0 会 ♯2 0 0 0 円 予定)

十日■大1 災

つ ながり ■ぬくもリ

ブロジェクト

自然エ ネル ギーを萎磐 とする 持続可能な 社会 づく り をめざす団体や 企 業などが立ち上げた プロ ジ ェ クト｡

2 0 1 1 年 4 月 よ り ､ ｢ 太陽光｣ ｢太 曙熱｣ ｢ バ イオマ ス｣ の 3 種類の 支援 を桂 に ､ 被災 地との つ なが りや草

の 欄ネ ッ トワーク を 誘か し . 電気 ､ お湯 ､ お 風呂等 を お 届け し て き た ｡ 幹事団 体は ､ 窪境 エ ネ ルギー政

策研究所 ､ ぐる つ 那地球温暖化対策地域協 議会 ､ 自然エ ネルギー事業協同組合 レクス タ ､ W W F ジ ャパ ン ､

バ イオマ ス 産業社会ネ ッ トワークの 5 団体 で ､ 協力 団体と して 2 1 の 団体が参加 し て い る ｡

｢ つ ながり ･ ぬくもり フ ロ ジ ェ クト｣ シンホ ジ ウム 申 し込 みフ ォ ー ム ( F A X 用)

お名前

ご住所

交流会 □ 参加する 口参加しない

I l 今後 もつ ながり
･ ぬくもりプロジェ クトの 情報 を受 け取 る

ご所属

ご連絡先
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